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第
二
条
第
二
号
中
「
環
境
の
構
成
要
素
（
以
下
「
環
境
要
素
」
と
い
う
。）」
を
「
環
境
要
素
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

人
為
的
な
改
変
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
自
然
環
境
、
野
生
生
物
の
重
要
な
生
息
地
若
し
く
は
生
育
地
又

は
第
六
条
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
重
要
な
環
境
要
素
が
存
在
す
る
地
域

第
二
条
第
三
号
ニ
中「（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）」を
削
り
、
同
号
ル
中
「
第
八
条
第
一
項
第
七
号
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
」
を
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
同
項
第
七
号
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
六
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）」
を
「
令
」

に
、「
環
境
影
響
評
価
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の

十
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
一
条

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
の
一
の

項
の
ト
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
第
一
種
事
業
（
以
下
「
第
一
種
林
道
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
環
境

影
響
評
価
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
種
林
道
事
業
に

係
る
規
模
（
事
業
の
対
象
と
な
る
林
道
の
幅
員
及
び
延
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
区
域
又
は
構
造
物
等
の
構
造
若

し
く
は
配
置
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

第
一
種
林
道
事
業
の
種
類
（
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
百
九
十
三
条
に
規
定
す
る

林
道
の
開
設
又
は
拡
張
の
事
業
の
う
ち
森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
別
表
第
三
林

道
の
開
設
に
要
す
る
費
用
の
項
第
六
号
に
規
定
す
る
林
道
に
係
る
も
の
、
同
表
林
道
の
拡
張
に
要
す
る
費
用
の
項

第
一
号
（
二
）
に
規
定
す
る
林
道
に
係
る
も
の
又
は
同
項
第
二
号
（
三
）
に
規
定
す
る
林
道
に
係
る
も
の
の
別
。

以
下
同
じ
。）

二

第
一
種
林
道
事
業
の
規
模

三

第
一
種
林
道
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域

四

林
道
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
自
動
車
の
速
度

五

主
要
な
構
造
物
の
種
類
及
び
配
置
計
画

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
検
討
）

第
二
条

第
一
種
林
道
事
業
に
係
る
法
第
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該

計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
の
設
定
）

第
三
条

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
第
一
種
林
道
事
業
に
係
る
規
模
、
区
域
又
は
構
造
物
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
に
関
す
る
複
数
の
案
（
以
下

「
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
」
と
い
う
。）を
適
切
に
設
定
す
る
も
の
と
し
、
当
該
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
を
設
定

し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
規
模
又
は
区
域
に
関
す
る
複
数
の
案
の
設
定
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
第
一
種

林
道
事
業
の
実
施
に
伴
う
重
大
な
環
境
影
響
を
回
避
し
、
又
は
低
減
す
る
た
め
に
構
造
物
等
の
構
造
及
び
配
置
が
重

要
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
第
一
種
林
道
事
業
に
代
わ
る
事
業
の
実
施
に
よ
り
第
一
種
林
道
事
業
の
実
施
が
想
定
さ
れ
る
区
域
（
以

下
「
第
一
種
林
道
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と
い
う
。）内
の
森
林
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
の
第
一
種
林
道

事
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
案
を
含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当

該
案
を
含
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
、
当
該
案
を
含
め
な
い
場
合
は
、そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

第
四
条

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
種
林
道
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
、
当
該
検
討
に
影
響
を
及
ぼ

す
第
一
種
林
道
事
業
の
内
容
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て
「
事
業
特
性
」
と
い
う
。）並
び
に
第
一
種

林
道
事
業
実
施
想
定
区
域
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て
「
地

域
特
性
」
と
い
う
。）に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
特
性
に
関
す
る
情
報

イ

第
一
種
林
道
事
業
実
施
想
定
区
域
及
び
第
一
種
林
道
事
業
の
規
模

ロ

第
一
種
林
道
事
業
の
実
施
に
係
る
工
法
、
期
間
及
び
工
程
計
画
の
概
要

ハ

主
要
な
構
造
物
の
種
類
及
び
配
置
計
画
並
び
に
林
道
の
供
用
に
伴
い
予
定
さ
れ
る
自
動
車
の
走
行
の
概
要

ニ

そ
の
他
の
事
項

二

地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

イ

自
然
的
状
況

\

気
象
の
状
況

]

水
象
及
び
水
の
濁
り
の
状
況
（
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下
「
環
境
基
準
」
と
い
う
。）の
確
保
の
状
況
を

含
む
。）

^

土
壌
の
状
況

_

地
形
及
び
地
質
の
状
況

`

動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
、
植
生
及
び
生
態
系
の
状
況

a

景
観
及
び
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
状
況

b

そ
の
他
の
事
項

ロ

社
会
的
状
況

\

人
口
及
び
産
業
の
状
況

]

土
地
利
用
の
状
況

^

河
川
及
び
湖
沼
の
利
用
の
状
況

_

交
通
の
状
況

`

学
校
、
病
院
そ
の
他
の
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
配
慮
が
特
に
必
要
な
施
設
の
配
置
の
状
況
及
び
住
宅
の

配
置
の
概
況

a

環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
法
令
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
そ
の
他
の
対
象
及
び
当
該
対
象
に
係
る
規

制
の
内
容
そ
の
他
の
状
況

b

そ
の
他
の
事
項

２

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
の
把
握
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

一

入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
料
の
出
典

を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
こ
と
。

二

当
該
情
報
に
係
る
過
去
の
状
況
の
推
移
及
び
将
来
の
状
況
に
つ
い
て
予
測
さ
れ
た
結
果
を
把
握
す
る
こ
と
。

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
）

第
五
条

第
一
種
林
道
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
種
林
道
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
を
選
定
す

る
に
当
た
っ
て
は
、前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
つ
い
て
の
情
報
を
踏
ま
え
、

第
一
種
林
道
事
業
に
伴
う
影
響
要
因
（
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
当
該
影

響
要
因
に
よ
り
重
大
な
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
要
素
（
環
境
の
構
成
要
素
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
及

ぼ
す
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
し
た
上
で
、
当
該
選
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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